
もしもの時、目の前の命を守るために、
あなたにしかできないことがあります

救急車の適正
利用について
はこちらをご覧
ください

現在、戸田市には6台の救急車があり、毎日フル稼働しています。もし
もの時に必要な人のところへ行けるよう、救急車の適正利用にご理解・
ご協力をお願いします。

「救急車の適正利用」に
ご協力お願いします！

　傷病者の命を救い、社会復帰へ導くために必要となる一連の行動を「救命の連鎖」といいます。救命の連鎖は、①心停止の予防、②心
停止の早期認識と通報、③一次救命処置、④二次救命処置と心拍再開後の集中治療の4つの輪で成り立っており、この4つの輪が途切れ
ることなく、すばやくつながることで救命効果が高まります。
　中でも①心停止の予防、②心停止の早期認識と通報、③一次救命処置は、傷病者を目の前にしているあなたにしかできません。もしも
の時に備えて、救命講習を受講しておきましょう。皆さんが思っているほど難しくはありません。消防職員が分かりやすく心肺蘇生と
AEDの使用方法をお教えします。

知っていますか？ 「救命の連鎖」

救命の連鎖

市では「救命講習」を
行っています！ 消防本部　救命講習担当　420-2129

①心停止の予防 ③一次救命処置
（心肺蘇生とAED）

④二次救命処置と
心拍再開後の

集中治療

②心停止の
早期認識と通報

　救急業務や救急医療に対する正しい理解と認識を深
め、救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に昭
和57（1982）年に定められました。それ以来、9月9日
を「救急の日」、この日を含む1週間を「救急医療週間」と
しています。

「救急の日」、「救急医療週間」とは？
心肺蘇生の実施 AEDの使用 応急手当の実施

あなたにできること

救急車を
呼ぶか迷った時は
こちらへ

● 救急電話相談  ＃７１１９
● 小児救急電話相談  ＃８０００
● 大人の救急電話相談   ＃７０００

「9月9日は救急の日救急の日」

9月4日（日）〜 10日（土）令和4年救急医療週間

問い合わせ　消防本部　警防課　420-2127

詳しくは市ホームページをご覧いただくか、電話でお問い合わせください。
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大事なのは、
ごみをリデュース（Reduce）＝減らすこと！

10月は
食品ロス
削減月間

「食品ロス」とは、まだ食べられる食品を捨ててしまうことです。国内では年間570万トンの食品が捨てられ、これは、一人当
たり毎日お茶碗１杯分の食べ物を捨てていることになります。大量の食品ロスが発生することにより、ごみ処理のコストが増
え、環境へも悪影響を及ぼします。食品ロスを削減し、環境に優しい行動を心掛けましょう。
 問い合わせ　環境課（内線389）

食品ロスを減らすことは、排出される生ごみを減らすこと＝リ
デュースに通じます。3R（リデュース・リユース・リサイクル）
のなかでも、「ごみを減らすこと（リデュース）」が特に求められて
います。

「人や社会、環境に配慮した消費行動」のことを「エシカル（倫理的）消費」といいます。買い物、調
理、廃棄などの消費行動をする際に「これは環境にどんな影響があるかな」と一歩留まって考える
と、人にも環境にも優しい行動をとることができます。毎日の暮らしの中で、無理のない範囲でエ
シカル消費を心掛けてみてください。

エシカル消費
とは？

買い物をするとき
買い物前に冷蔵庫の食材をチェック

使い切れる分だけ買う
すぐに食べる食品は手前から取る

保存するとき
賞味期限・消費期限を把握

冷蔵庫や食品の整理整頓

冷凍でおいしく長期保存

調理するとき
古い食材から優先的に使う

作りすぎない

残った料理はリメイク

リデュース
ごみを減らす

リサイクル
再び資源として
活用する

3R3R リユース
繰り返し使う

● 必要なもの以外は
 買わない
● 食事は残さず食べる

市での取り組みを紹介します

生ごみ処理機補助金制度
生ごみの重さの約8割は水分です。きちんと水切りをする
ことで、臭いが軽減され、ごみ袋が軽くなって運びやすく
なります。市では、家庭から排出される生ごみを処理する
ための家庭用の「電気式生ごみ処理機」や「生ごみ堆肥化容
器（コンポスト容器等）」などの購入費の一部を助成していま
す。　※定数になり次第受付を終了します

生ごみの減量のために…

市では、フードドライブ事業として余っている食べ物や賞味期限が近づ
いた食品を受け付け、市内の子ども食堂などに寄付する活動を行ってい
ます。事業所やマンションなどの防災備蓄食料からも受付しています。
詳しくは環境課にお問い合わせください。
受付できるもの   常温保存ができるもの、未開封で賞味期限が
  1カ月以上あるもの
受付できないもの   賞味期限が1カ月未満のもの、アルコール類、
  生鮮食品、要冷蔵・冷凍食品、開封済みのもの、
  雑貨類

フードドライブ活動に協力してみませんか
消費しきれない食品があるときは…

賢い消費者になろう！～エシカル消費を心掛けましょう～
家庭でできる食品ロス削減行動

食品ロスとごみを減らすために

「できることできること」
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